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ケニア・ナイロビ 世界総会 2007 レポートⅠ 

 

7月 1日～12日、ケニア共和国の首都ナイロビで世界総会が開催され、日本からは6名の

代議員と15名のオブザーバーが参加しました。今後4年間の世界YWCAを担う会長・常任

委員の選出、行動計画に関する議論に加え、若い女性のためのリーダーシップ・フォーラム

や HIV/AIDS への取り組みをテーマとした国際女性サミットが開催されました。世界総会の

様子についてホットな情報をお伝えします。 

 

 

臨時世界総会 

7月4日、数年間にわたる世界YWCAと各加盟YWCAとのやりとり、作業部会での議論を経て提出された、会則改正

案が採択されました。モニカ・ゼッチェ世界YWCA会長は、この会則の改正により、迅速な意思決定を行うことができ、

より透明性のある組織をつくることができるようになると、喜びを語りました。投票結果は以下の通りです。 

 前文・基盤を除く会則の全文  

 それぞれの代議員による投票：賛成 312 反対 0 /有効投票数 312 

※有効投票数の 4分の 3 あるいは 234票の賛成で可決 

 加盟 YWCA ごとの投票：賛成 87 反対 0 /有効投票数 87 

   ※有効投票数の 3分の 2 あるいは 71 の加盟 YWCAの賛成で可決 

 前文・基盤 

 それぞれの代議員による投票：賛成 270 反対 32 棄権 15 /有効投票数 317 

※有効投票数の 4分の 3 あるいは 234票の賛成で可決 

  加盟 YWCA ごとの投票：賛成 81 反対 8 棄権 2/有効投票数 91 

※ 有効投票数の 3分の 2 あるいは 71 の加盟 YWCA の賛成で可決 

 

国際女性サミット（IWS） 

HIV/AIDS への取り組みをテーマに開催された国際女性サミットでは、個人・家族・グループ・コミュニティがそれぞれ

に取り組むべき 10 の行動“Critical Actions for Change”がまとめられました。 

1. HIV/AIDS と闘うため、女性と少女のリーダーシップを養成する。 

2. HIV/AIDSに感染している女性や直接影響を受けている女性が、HIV/AIDSの問題に関わる意思決定に意義

ある参加ができるようにする。 

3. ジェンダーの平等、女性と少女の人権を促進する。 

4. 女性と少女が身体的・性的・心理的に安全と安心を得られるようにする。 

5. すべての女性と少女の性と生殖に関する健康を促進する。 

6. 女性と少女に財産所有権や相続権を保障し、教育受け、確実に経済的安定を得て資源を入手できるように

する。 

7. HIV に感染したり、影響を受けたりしている女性に対する、安全な検査・ケア・治療・支援を保障するサービス

を拡大する。 

8. 若い女性や子どもの実情に合わせて AIDS 対策を見直し、権利を促進する。 

9. HIV/AIDS の問題に変革を導くため、若い女性の能力を支えるリソースを増やすようアドボカシー活動を行

う。 

10. 社会のあらゆるレベルで女性の参画・エンパワーメント・リーダーシップを養成する。 
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 新会長・新総幹事 

新会長に、オーストラリア出身のスーザン・ブレナンさん（写真右）が選出

されました。スーザンさんは現在37歳の弁護士です。27歳のときオースト

ラリアの共同会長を務め、会則改正のための作業部会でも活躍しました。

また、“Women's Rights Action Network of Australia”の議長も務めた経験

があります。 

 

8年間世界YWCA総幹事を務めたムシンビ・カニョロさんに代わって、ジン

バブエ出身のニャラッザイ・グンボンザンダ（写真左）さんが新総幹事に就

任しました。ニャラッザイさんは、UNIFEM でプログラム・ディレクターを務

めた経験や、UNICEF で人権専門家を務めた経験を持っています。 

 

Sokoni Market ソコニ・マーケット 

日本 YWCA からの参加者による風呂敷の使用法のスペシャル・アクティビティが好評でした。日本の伝統的な風呂敷

を使って「モッタイナイ」の意味を伝えました。写真は不安そうな女性たちを前に懸命にデモンストレーションをする日

本からの若い参加者です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MTV 映画コンテスト 

国際女性サミットと同時進行で行われた MTV 映画コンテスト

では、6 チームが 2 日間で、HIV/AIDS のあらゆる側面をとら

えたシナリオの作成・撮影・編集を行い、制作した 3 分の作品

で競いました。“Choices”（選択の意）というタイトルで、3 つの

異なる文化的背景においてHIVと妊娠の問題に直面した3人

の女性の闘いを描いた映画が優勝を勝ち取りました。 

 

 

出典：世界 YWCAホームページ http://www.worldywca.info/index.php/ywca/world_ywca 

作成：日本 YWCA 

※このレポートは日本 YWCA ホームページよりダウンロードすることができます。http://www.ywca.or.jp 


